
消防団を中核とした地域防災力充実強化大会への入場者募集について（お知らせ） 

 

平成２６年５月26日 

公益財団法人 日本消防協会 

 

１ 募集定員 

  １００名 ※応募者多数の場合は、抽選とします。 

 

２ 応募方法 

(1)  往復ハガキにより応募してください。 

(2)  一枚のハガキで２名まで申込むことができます。 

(3)  応募対象者は、中学生以上の方に限らせていただきます。 

(4)  車いすご使用の方は、その旨を記入してください。また、車いすをご利用の方で 

お手伝いが必要な方は必ず同伴者とご一緒においで頂くこととし、同伴者の方の氏 

名等も記載してください。 

(5)  往復ハガキの記載要領については、下記のとおりです。 

ア 往信用ハガキ 

(ｱ)  表面 

    〒105-0001 東京都港区虎ノ門2-9-16 日本消防会館6階 

    公益財団法人 日本消防協会  地域防災力充実強化大会事務局 

(ｲ)  裏面 

    応募者全員の郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、生年月日、性別、電話番号 

   イ 返信用ハガキ 

(ｱ)  表面 

応募者の郵送先 

    ※記入漏れの場合は、応募が無効となりますのでご注意ください。 

(ｲ)  裏面 

    無記入の白紙 

 

３ 応募期間 

  平成２６年７月１８日（金）まで（締切日の消印有効） 

 

４ 結果通知 

  結果通知は、７月末を目途にお知らせします。入場が決定された方には、返信用ハガ 

キ裏面に入場要領を記載し送付します。この返信用ハガキが、当日の入場券となります 

ので、大切に保管してください。 

 



５ 注意事項 

(1)  応募の際に記載の個人情報は、消防団を中核とした地域防災力充実強化大会以外で 

使用することはありません。また、大会終了後、日本消防協会が責任を持って廃棄し 

ます。 

(2)  入場料は、無料です。 

(3)  入場が決定されたご本人のみが入場できます。 

(4)  会場へは、必ず JR又は地下鉄を利用してお越しください。 

(5)  会場への入場は、返信用ハガキに記載された時間を厳守してください。 

(6)  場内では、係員の指示に従ってください。 

(7)  大会中は、奇声を発するなどの迷惑行為を行わないでください。 

(8)  会場内は禁煙となっております。おたばこを吸われる方は、指定喫煙場所をご利用 

ください。 

(9)  この注意事項のほか、東京国際フォーラムが定めるルールに従ってください。 

 

６ 問い合わせ 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門2-9-16 日本消防会館6階 

公益財団法人 日本消防協会  地域防災力充実強化大会事務局 

Tel : 03-3503-3056 Fax : 03-3503-1480 

E-mail : kokusai@nissho.or.jp 

HP : http://www.nissho.or.jp/ 

※お電話での問い合わせは、平日9時から17時までの間とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.nissho.or.jp/


消防団を中核とした地域防災力充実強化大会の概要 

 

１ 大会の趣旨 

  昨年の臨時国会で「消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律」が成立し   
ました。 

  これは、地域防災の中核である消防団の充実強化を進めるとともに、消防団が重要な役  
割を果たしながら、地域の企業、各種団体はもとより、サラリーマン、女性、若者などを  
含む住民の皆さんの総力を結集して、地域防災力の充実強化を推進しようとするもので 
す。これまでにない画期的な法律です。 

  この法律の趣旨をいかして、お一人お一人の安全を確保するためには、広く皆さんのご 
理解を頂き、そのご参加のもとで国民運動的な盛り上がりを進めることが必要です。 

  この大会は、その第一歩です。 

 

２ 開催日  平成２６年８月２９日（金）１３時３０分から１６時まで 

 

３ 開催場所 東京国際フォーラム（東京都千代田区丸の内三丁目５番１号） 

 

４ 参加者  地域防災力に関係する各種団体、一般公募の方など 

 

５ 大会内容 

 （司会進行）平野啓子さん（語り部・かたりすと） 

 (1)開会 

(2)活動事例発表 

  ①女性防火クラブによる災害時初動体制の整備など地域防災力強化：福岡県福岡市 

  ②震度６強を想定した総合防災訓練：東京都墨田区 

  ③特に医療関係機関との連携：茨城県日立市 

  ④特に福祉施設との連携：福島県桑折町(こおりまち) 

  ⑤消防団など地域が協力する水防活動：茨城県龍ケ崎市 

  ⑥消防団が中心の津波防災対策：高知県黒潮町 

  ⑦消防団を中核とした地域防災力の充実強化：愛媛県松山市 

  ⑧女性消防団員による防火防災のＰＲ劇：三重県津市 

  ⑨少年消防クラブの防火防災活動 

   ・宮城県気仙沼市（防災学習） 

   ・埼玉県三郷市、東京都麹町（軽可搬ポンプ操作） 

  ⑩女性消防団員による応急手当体操：奈良県奈良市 

  ⑪総括コメント 

 (3)会場内意見交換 

 (4)大会締めくくり 

 


